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第６章 資料１（地域の概況） 

6.1 地域の社会条件に係る項目 

6.1.1 対象市の場所及び行政区域 

本事業は、沼津市が推進する、沼津市及び清水町の一般廃棄物の適正処理を行うための施設整備
事業である。 
沼津市は、図 6.1.1に示すとおり、静岡県東部に位置し、事業計画地は沼津市の中央部東側に位

置する。 

 
 

図 6.1.1 沼津市の位置及び事業計画地 

  

事業計画地 
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6.1.2 人口 

沼津市の面積、人口、世帯数を表 6.1.1に示す。 
沼津市の面積は 186.96km2、令和 2年度における人口は 192,644人、世帯数は 92,835世帯で

ある。 
人口の推移は表 6.1.2に示すとおりであり、５ヵ年で 5,480人の減少がみられている。 
 

表 6.1.1 沼津市の面積・人口・世帯数  
項目 沼津市 

面積（km2） 186.96 
人口 総数 192,644 
世帯数 戸 92,835 

注 1）令和 3年 3月末現在、ただし面積は令和 3年 4月 1日現在 
注 2）人口は外国人を含む 
出典）面積：国土交通省国土地理院「全国都道府県市町村別面積」 

 人口・世帯数：住民基本台帳 

 

 

表 6.1.2 沼津市の人口の推移  
年度 沼津市 

平成 28年 198,124 人 
平成 29年 196,530 人 
平成 30年 195,039 人 
令和元年 194,207 人 
令和 2年 192,644 人 

注 1）外国人含む 
注 2）各年 3月末 
出典）住民基本台帳 
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6.1.3 産業 

沼津市の平成 28年における産業大分類別従業者を表 6.1.3に示す。 
従業者数は第三次産業が最も多く全体の 72.4％、次いで第二次産業の 27.1％、第一次産業が

0.5％となっている。 
 

表 6.1.3 産業大分類別従業者数  
産業分類 従業者数（人） 

総    数 101,160 ― 
第一次産業 農林漁業 489 489（0.5%） 

第二次産業 
鉱業 － 

27,413
（27.1%） 

建設業 5,773 
製造業 21,640 

第三次産業 

電気・ガス・熱供給・水道業 379 

73,258
（72.4%） 

情報通信業 2,077 
運輸業、郵便業 5,932 
卸売業、小売業 20,017 
金融業、保険業 3,455 

不動産業、物品賃貸業 2,076 
学術研究 

専門・技術サービス業 
3,135 

宿泊業、飲食サービス業 9,382 
生活関連サービス業、娯楽業 4,383 

教育、学習支援業 2,671 
医療、福祉 9,825 

複合サービス事業 538 
サービス業 

（他に分類されないもの） 
9,388 

注）平成 28年 6月 1日現在 

 出典）平成 28年経済センサス-活動調査（総務省統計局） 

 
 

6.1.4 土地利用 

沼津市の地目別面積の状況を表 6.1.4に、事業計画地周辺の土地利用状況を図 6.1.2に示す。 
地目別面積でみると、令和 2年では、総面積 186.96km2のうち、山林が 82.57km2と最も広く、

次いで雑種地その他の 35.34 km2、宅地の 24.72km2の順となっている。 
 

表 6.1.4 地目別面積（単位 km2）  

年 度 総数 宅地 田 畑 山林 原野 池沼 雑種地 
その他 

令和 2 186.96 24.72 5.31 20.12 82.57 18.82 0.08 35.34 
注）令和 2年 1月 1日現在 

 

事業計画地は、一級河川狩野川の左岸側に位置し、駿東郡清水町との市町境に近接している。 

周辺に清掃プラントがあるほか、清水町側には町立南中学校、町営野球場及び住宅地が存在する。  
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図 6.1.2 土地利用状況（市街地分布と主な施設分布） 

背景は地理院地図（標準地図）より引用
国土数値情報（行政区画、学校データ、公園データ）を加工して作成
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6.1.5 交通量 

事業計画地周辺の自動車交通量の状況を表 6.1.5 に示す。また、表中に示した調査地点は、図
6.1.3に示すとおりである。 
事業計画地へのアクセス経路にあたる一般県道原木沼津線の交通量（12 時間交通量）は、事業

計画地から見て東側で 8,209台、西側で 12,002台である。 

表 6.1.5 交通量調査結果（平成 27年度）  

路線 
番号 

道路名 地点名 
自動車類交通量【平日】 

12時間交通量 24時間交通量 
小型車 大型車 合計 小型車 大型車 合計 

1 
一般県道 
原木沼津線 

清水町徳倉梅田 
1531-1 

7,599 610 8,209 9,629 1,043 10,672 

2 
沼津市本郷町
35-1

11,046 956 12,002 14,314 1,649 15,963 

注）路線番号は図 6.1.3中の番号を示す 
出典）平成 27年度全国道路・街路交通情勢調査一般交通量調査結果（国土交通省） 
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図 6.1.3 H27年度道路交通センサスにおける交通量調査地点 
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6.1.6 沼津市の総合計画等の状況 

沼津市では、2021年から 2030年までを計画期間とする第 5次沼津市総合計画が策定されてい
る。 
この計画では、目指す将来都市像として、「人・まち・自然が調和し、躍動するまち」を掲げてお

り、その達成に向けたまちづくりの方針の一つとして「環境と共生する持続可能なまち」を設定し
ている。 
また、廃棄物処理等に関して、以下に示す施策の基本方針を示している。 

 まちづくりの柱８ 
環境と共生す津持続可能なまち 

8－2資源循環型のまちづくり 
（１）ごみの発生抑制・再使用・再資源化の推進
（２）安全で環境負荷の少ないごみ処理の推進

8－4良好な水資源の確保と水質保全 
（１）水源環境の保全
（２）地下水の適正利用と汚染防止
（３）排水の適正処理の推進
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出典：第 5次沼津市総合計画 令和 3年 3月 沼津市企画部政策企画課  
図 6.1.4 まちづくりの基本的方策 




